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ああぜぜりりああププレレゼゼンン大大会会22001199  
◆Pre-Presentation 予選   Date: 10／15(火)～19(土) 

Place: 各クラス 通常レッスン内で行います。当日はハロウィーンレッスンの日です。仮装してお越しください。例年

の様に幼稚園生と小学生はお買い物ゲーム等も行います。あぜりあドルを忘れずにお持ちください。 

◆Presentation 本選    Date: 11／4 (月・振替休日) 13:30～ 

Place: STUDY Lounge(あぜりあ京成津田沼校) 

各校より選ばれた生徒さんのプレゼンになり、優秀者には賞状とご褒美が出ます。 

＊予選・本選共に、保護者の方の参観が可能ですのでどうぞご参加ください。  
 

セブ島でのボランティア活動 
 私は‘あぜりあ’に通い始めて、４年目の大学４年生です。大学３年生の春、観光

目的でセブ島を訪れ、タクシーで移動中に車内から見たセブ島のスラム街、街中で

の子供たちの物売りの姿に衝撃を受けました。日本ではありえない光景に、彼らの

ために何かできることをしに必ず戻ってこようと決め、今年の夏休みにグローリア 

セブという国際ボランティア団体に参加しました。フィリピンの公用語はタガログ語

で、現地の人と触れ合うときは主に英語を用いますが、‘あぜりあ’で英会話を受講

していたため、海外で活動することに不安を持つことなく参加できました。 

セブ島に対して、リゾートのイメージを持つ多くの日本人がいますが、実際には

貧富差が大きく、２人に１人が貧困層だといわれています。ボランティア活動の内容としては、山岳地域の貧困地区を 

訪問し、子供たちと交流したり、家庭訪問、スラム街やゴミ山、山の集落や学校で食事配給活動をしたりと滞在日数は 

７日ですが様々な活動をしました。中でも貧困地区での家庭訪問とゴミ山で、見たこと、感じたことが強く印象に残っています。 

家庭訪問では、お母さんに「あなたは今幸せですか？」という質問をしたところ、笑顔で「幸せよ。お金はないけど、 

いつも幸せを感じているわ」と答えました。このお宅は８人で暮らしていますが、日本円で約６００円で１か月生活をしてい

るお宅でした。‘’貧困の定義はあっても幸せの定義はない‘’ことを痛感しました。 

山奥にあるゴミ山に行った際には、見たこともないハエの数と臭いを経験しました。しかし、そこにいた子供たちは何も

気にせず笑顔で私たちを迎えてくれました。夢を持ちキラキラしていて無邪気で気さくな子供たち

ばかりでした。スラムに住む子供たちに、「ここを出たいと思う？」と聞くと「ここが生まれ育った故郷

だからここにいたい」と答えました。 

私は今回の経験はお金では買えない、一生忘れたくない経験になったなと思っています。しかし、

日本で日本語だけを話していたら踏み出せなかった一歩だと思っています。自分の世界を広げる

ことができたので英語を学んでいてよかったと心から思いました。恵まれた日本にいてはわからな

いことが、まだまだたくさんあると私は思います。これからも英語力を高め、世界を知っていきたい

と思っています。                   英会話プライベート受講 帝京平成大学 齋藤様 
 

茅ヶ崎方式英語会の SNS 
茅ヶ崎方式月刊 LCT 現代英語聴本の裏表紙をご覧ください。 

茅ヶ崎方式の SNSのアドレスがあります。Twitter、Instagram、Facebook、LINE 

（＊各校の壁にも掲示してあります。マネジャーにお尋ねください。） 

＊こちらに茅ヶ崎方式 4000語の中の 1語が 今日の「国際英語基本 4000語」と 

いうタイトルで毎日配信されています。是非ご活用下さい。 以下は例です： 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日の「国際英語基本 4000 語」：option 

★例文の引用(茅ヶ崎方式月刊 LCT20 号): The special adoption program started in 1988 

as an option to enable children facing abuse, poverty or other hardships to grow up in 

homes rather than institutions. 

特別養子縁組制度は、虐待や貧困などの苦難に直面している子どもたちが、(児童養護) 

施設ではなく、家庭で育つことができるようにする選択肢として、1988 年に始まった。 

『国際英語基本 4000 語』の説明：option [ɑ́pʃən/ɔ́p-]〔n〕選択（権），オプション〔adj〕
óptional； They had no option but to form a coalition. 彼らは連立内閣を作るしかなか
った。 [類] choice ○● オプション（自分で選択する付属品） 

 

 

 

 

 


